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全国計 61,594,939 2,314 205,219 250 3,500




市部計 38,272,996 732 128,844 155 2,170
2. S-01 人口20万人以上の市 16,773,030 96 44,517 68 952
3. S-02 人口20万人未満の市 21,499,966 636 84,327 87 1,218
4. G-00 郡部 7,858,388 1,418 45,966 32 448
注1)母集団人口は2005年国勢調査による ただし 市区町村の区分は同国勢調査の
図１ 「2010年格差と社会意識についての全国調査」の調査地点。
全国250の調査地点のうち 30地点のサンプリングと15地点の面接調
【本調査の設計上の特徴・実施面での工夫】
本調査研究の設計上の特徴は，大阪大学との連携協定に基づく共同企画として実施し，さらに「連携研修調査」と位置づけたことに起因する。調査テーマ
の設定から実施に至るまで，大阪大学人間科学研究科との緊密な連携下で活動した（注2）。また，実施面では，15の調査地点について統計数理研究所が
自ら面接調査も実施管理し，実際，大阪府内の調査地点は他地点での調査会社の平均的な実績を上回るような回収につながった。
また実施後の監査の充実，回収率の向上を目指した一部調査地点における二次訪問調査の実施など，実査面での工夫を加え，面接調査の実施方式に
ついて 近年の調査環境の悪化に対応する管理改善手法の開発に向けたノウハウの取得を 連携研修調査の中で実現した点も大きな特徴となった
。 ，
ものを用いた。その後の市区町村合併は反映させていない。島嶼部などを除く。
，
査は「連携研修調査」として統計数理研究所が実施した。大阪大学など
が連携調査に参加した。
， ， 。
注2）大阪大学から吉川 徹准教授を調査科学研究センター客員に迎え，共同で調査を企画・設計した。大阪地域10地点の実査管理も吉川准教授による。
